
(企業結合等関係) 

 

当連結会計年度(自 平成18年 4月 1日 至 平成19年 3月31日) 

(共通支配下の取引等関係) 

１．結合当事企業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目

的を含む取引の概要 

(1) 結合当事企業の名称及びその事業の内容 

SMBCフレンド証券株式会社(事業の内容：証券業) 

(2) 企業結合の法的形式 

株式交換 

(3) 結合後企業の名称 

株式会社三井住友フィナンシャルグループ 

(4) 取引の目的を含む取引の概要 

わが国の金融市場の正常化に伴い、個人の家計金融資産動向は「貯蓄」から「投資」へのトレ

ンドを一段と明確化させており、今後も個人における資産運用ニーズはますます多様化していく

ことが見込まれております。また個人投資家の金融知識の一段の向上とアセットアロケーション

を通じたポートフォリオマネジメントへの関心の高まりにより、新たな資産運用ビジネスが広ま

っていくものと考えております。これらを背景に、当社は、銀行と証券との間のシナジー極大化

を追求する、従来型のビジネスモデルとは一線を画した真の「銀・証融合ビジネスモデル」の構

築を推進するため、SMBCフレンド証券株式会社を完全子会社化することによりグループ連携を一

段と強化しグループ全体の企業価値の向上に努めることといたしました。 

２．実施した会計処理の概要 

「企業結合に係る会計基準 三 企業結合に係る会計基準 ４ 共通支配下の取引等の会計処理

(2) 少数株主との取引」に規定する個別財務諸表上及び連結財務諸表上の会計処理を適用いたし

ました。 

３．子会社株式の追加取得に関する事項 

(1) 取得原価及びその内訳 

当社普通株式        221,365百万円 

取得に直接要した支出額     160百万円 

取得原価          221,525百万円 

(2) 株式種類別の交換比率及びその算定方法並びに交付株式数及びその評価額 

① 株式の種類及び交換比率 

普通株式 当社 １株：SMBCフレンド証券株式会社 0.0008株 

② 交換比率の算定方法 

当社はゴールドマン・サックス証券会社を、SMBCフレンド証券株式会社はメリルリンチ日本証券

株式会社を株式交換比率算定に関するそれぞれの財務アドバイザーに任命し、その分析結果、その

他の様々な要因を総合的に勘案した上で協議を行い決定いたしました。 

③ 交付株式数及びその評価額 

249,015株  221,525百万円 

(3) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

① のれんの金額 

99,995百万円 

② 発生原因 

追加取得したSMBCフレンド証券株式会社の普通株式の取得原価と減少する少数株主持分の金額の

差額をのれんとして処理しております。 

③ 償却方法及び償却期間 

20年間で均等償却 
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